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おわりに 
 
 

 金沢大学文化人類学研究室の2012年度の調査実習は、この報告書刊行をもちまして終了いたし

ます。 

 本年度もまた一年を通じて調査実習を行ないました。授業前期の 4 月から 7 月まで調査地選定

および調査地についての文献調査を行い、夏休みに8日間調査地域に出掛けての本調査を実施し、

授業後期の10月から2月まで、学生が自らの関心によってテーマを選んで執筆し、報告書を完成

させることが出来ました。 

 調査の実施にあたっては、なによりも若山町 5 地区（経念、古蔵、中田、火宮、向）の区長様

方をはじめとする地元の皆様にひとかたならぬご協力をいただきました。その他にも、ここにお

名前を挙げることは控えますが、本調査の実施にあたって多くの方々の御協力、ご指導をいただ

きました。これらすべての方々に心より厚くお礼申し上げるとともに、今後とも一層のご支援を

賜りますようお願い申し上げます。 

 本年度の調査実習報告書は、金沢大学フィールド文化学叢書第10冊として刊行いたします。 

 本年度実施しました調査の参加者と日程は、次のとおりです。 

 

＜調査参加者＞ 

鏡味治也（教授・調査責任者）、西本陽一（教授）、北澤泰三、佐藤梓、富樫宏之（以上、学部 4

年生）、梅木花奈子、金谷柚希、木下千絵美、久保沙也香、多田千紘、中嶋元輝、馬場千遥、藤谷

真有、横川道雄（以上、学部3年生） 

 

・予備調査 

2012年 

6月9日～6月10日 鏡味、木下、横川 

 7月2日 鏡味、梅木、金谷、木下、久保、多田、中嶋、馬場、藤谷、横川 

 

・本調査 

2012年 

 8月22日～8月29日 鏡味、西本、北澤、佐藤、富樫、梅木、金谷、木下、久保、多田、中嶋、

馬場、藤谷、横川 

 

 
 

性が高い。空き家件数が増加すれば、今のところ表面化していない防災上、防犯上、などの問題

が顕著になってくる。空き家が増加するということは、住民数は減少するということだ。そうな

れば人が沢山いた時よりも問題に対応することが難しくなるだろう。増加が著しくなる前に、空

き家ができた時の対応（持ち主・周辺住民双方）、問題がおこったときの対応について、可能であ

れば取り決めをしておくなどの対策をしておくと、トラブルの軽減につながるのではないかと感

じた。 

 また、珠洲市空き家バンク制度については、空き家の利活用促進や資産価値を保つという意味

でも有効な制度であり、これからも継続してほしいと感じる。ただ、U ターンや I ターン希望者

を除いて、田舎に住もうと考える人が初めから珠洲市を狙うことは少ない。石川県、北陸、中部

地方などと広範囲で利用可能物件を探す人が多いのではないかと思う。その時、各市町村別に空

き家バンクが存在していたのでは、利用希望者はそれぞれの市町村の空き家データベースにいち

いちアクセスしなければならない。県や地方で統一した空き家データベースを作成すれば、需給

ギャップをカバーすることもできるのではないか。 

 最後になりましたが、お忙しい中お話を聞かせてくださった5地区の皆様、市役所の職員の方々、

空き家の中まで案内してくださった所有者・管理者の皆様に、厚く御礼を申し上げます。 
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・追加調査 

2012年 

 11月4日～11月5日 木下、多田 

 12月14日～12月15日 久保 

 12月26日 梅木 ※電話にて 

2013年 

 1月4日 中嶋 ※電話にて 
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